
 
日本災害情報学会第 33回学会大会に参加しました （2026/10/24-25） 
 
テーマ：災害情報、災害科学   

会 場：札幌市教育文化会館（北海道札幌市） 

 

令和 8 年 10 月 24 日（土）～25 日（日）の 2 日間、札幌市教育文化会館にて、日本 

災害情報学会第 33 回学会大会が開催されました。日本災害情報学会は、「災害情報」を 

中心に、防災・減災に資する情報のあり方や、情報が人々にどのように伝わり受け止められ

るかを研究し、その成果を社会へ還元することを目的とする学会です。本大会では、風水害、

情報技術、災害対応、地震、避難などを扱う口頭発表・ポスター発表と公開シンポジウムが

行われました。 

当研究所からは、佐藤翔輔准教授（防災社会推進分野、防災コミュニケーション学分野、

イオン防災環境都市創生共同研究部門）と新家杏奈助教（イオン防災環境都市創生共同研究

部門）が参加し、2 件の口頭発表を行いました。佐藤准教授は、VR 空間で津波避難を疑似

体験する際の「受動的な体験」と「能動的な体験」の違いに着目した予備実験について報告

しました。新家助教は、「北海道・三陸沖後発地震注意情報」に対する住民対応について、

宮城県における 2 回の協働調査とパネル分析をもとに、情報発表を経験した住民の対応の 

変化を報告しました。 

 

発表題目 

● 佐藤翔輔、新家杏奈、千葉智史、岡元徹：VR空間における津波避難行動の擬似体験に

関する予備実験：受動的体験と能動的体験の異なり 

● 新家杏奈、佐藤翔輔、今村文彦：北海道・三陸沖後発地震注意情報に対する住民対応

の変化－宮城県における 2回の協働調査とパネル分析－ 

 

学会では、災害情報の伝達・受容、避難行動、地震・津波時の情報提供などに関する  

研究・実践が共有され、今後の研究を検討する上で有益な機会となりました。今後も、災害

時に人々の適切な判断と行動を支える情報のあり方について研究を進めていきます。 

 

  

佐藤翔輔准教授の発表 新家助教の発表 

 

 

文責：新家杏奈（イオン防災環境都市創生共同研究部門） 

https://irides.tohoku.ac.jp/

